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' -に近く全緣であつ'て時にぎれ込が出來ても鋥齒とする.には大きすぎる.ざ針も別に特別の'， 
着色がなかつた七思ふ，クスドイゲの葉は上の記事 h — 致するし又赴は莖と伺-^で赭 '. 
赤早をじて居； t： 目立つ 0 してみる k ッンベルグ氏のソンノ彳ゲの內容はクスドイゲセは , 

レ ない;‘これはッ乓の聞き■まちがいか；日本人の敎へち.がいか，そうでなければ長崎に叫へ-- 
へ 1 ソ ソノイ ゲの異名もあつたのであらう‘か。なほソン，イゲの語源はまだわからないが，：. 

上言己の如きク义ドイデだとするとわか％やうだ 3 それはソンはソニの轉でソはマソホ/.、'' 
ス、キのソであり'，.、ソ、トリ.のソであつて，.'/ホ又はソホニ卽ち染やる土 v ..色土から赤. 
土色を■さし，■赤味力ある土色の針のあ'る植物©意でソホニノイゲからソソんイゲとなつ: 

- たやうに.考へられるからである。 . ‘ ：‘/ ' ノ： ’ バV . : 

.a ノササゲ a? 地下莖（前川文夫）.、 . : ’ 

'■ノ，ササ■ゲ (Dumasia truncatct S. et Z.)' は中々•凝味のあ■る山草である。、.多年生で.'：'*:: 

:年々*が延びてはすつきりした葉をつけ，蒼碧色の粉$吹0、た可愛らしぃ豆ギ出来る。 
必要があつてと p 種子を潘いとがある说■副產物として地下莖の面白,い伸び方がセ..,. 

:今つたのでこ x に'記す。從來はたド多年生とのみ記してあ.;!)が近い.屬のクズやホドイモ 
とは多年生Iの形式が違つて唐るのである。種子は相模神武寺で昭和20’年冬採集 7 これ. 

. を翌年春に四寸鉢に淺く瀋いた；發芽の:際には子葉は種皮から.出ない，，卽ち地下生であ.… 
地上部がの注はじめた頃から間もなく.子葉腋から夫々一笨の徑 '2 mm ン許りの紐狀ぐ 
; の地下莖が伸び出す。白くて一見軟かさうだが存外軟骨質セあり，—莖面に啟鱗片葉を疎 1 ' 

-に互生する。その一個は往々合着.もするが多'くは托葉2個分から成つて痹る 3 ' .この地下.:.： 

' 莖は垂直ね近い傾斜で鉢の底 Q 方に向 1 つて居た0地上部は花をつける!こ至ちずに冬を'迎 
，て枯れた。さて本年 （22 年)春になつても一向芽が出ない穿で，，一年生©草がと疑つ'. 

/たりしだが，6月下旬〖こなつてやつと芽が出て来た，そとで鉢をひつぐりかへして見た 
:ところ，.土©中には梅れた地下莖の殘りが僅かにあるだけで:鉢め底に太い ( 接 2mm 位):.. I 
如何ぬも蛔蟲が居るやうな印象を持つだ地■下莖がはりついて居る，分枝したものもあり; 

，/その枝の先は昨年:の喚下蜜の先端と全く同樣^形と色どであつた y 地下莖の途中から塊,' 
上莖が側按として出て直上して居る;^,地下莖の兩端は共に枯れで腐つて居た，：こ杌 fc' ' 

-冬©寒さ卞鉢の側壁が凍つ吞からそれでやられた〇であらう。後端は前年の急傾斜で下、 
つて來た地下莖が鉢が小さいために底で頭をうつて止むなく急角度で曲つたことを示す 
，形骸を殘して居た。これからみて，ノササゲで(:ょ地下莖は子葉腋から伸びる。そして( 2 〇 
—30 cm の卞方迄もぐつてから橫走，亀軸分枝をなしてその先端は決して地: k 莖'と »&-：■ ； 

らず橫走をつ义、け，後端は次第 fc 拈れて行く 2年生，卽ち多0 2年生である。一方地上 
莖ほ常に側枝とし' t： 出て，この部分は夏の1年生で'ある，クズやホ P イモ©塊上莖の炎： 

' :‘ぐとも下部が残存しては枝を出す一方肥大して行く木本的多年生對して，.ノ.ササデは. 

: 2年生の部分が交代_する•交代的多年生であるととを示ず。野外では地下莖の深いたこ 

.め i こ中々掘つて見る機會が穿いので眞相が判らな.いのであらう；。 . ' V': 
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